様式１

新型コロナウイルス感染症（COVID19）による欠席・再登校に関する届
本学では、学生・教職員が実習先の病院等との間を常に往来しているため、特に、学内において新型コロナウイルス感染症の感染者から他者への感染拡大を防止する必要があります。
　このため、新型コロナウイルス感染症による欠席・再登校は、以下の手続きに従ってください。
	１　発熱や咽頭痛、咳などがある場合は検温し、医療機関を受診してください。
　新型コロナウイルス感染症と診断をされた場合は、すぐ、大学事務局に電話で届け出を行い、療養をしてください。
　医療機関で発行するレシートや領収書は受診の証明になりますので保管してください。
　　また、受診をしない場合は、医療用の新型コロナウイルス抗原キットで自己検査をし、結果を大学事務局に知らせてください。（検査キットの結果の写真をスマートフォンで撮影しておいてください。）
　
２　１の診断を受けた場合は、発症の日を０日として、その翌日から５日間を出席停止の期間とします。
発症の５日目に症状が続いている場合は、症状が軽快し２４時間程度を経過するまでは出席を停止します。
出席停止が解除された場合であっても、発症から１０日間程度は施設内でのマスクの着用を求めます。
３　再登校ができるようになったら、最初に保健室（不在の場合は事務室）へ行き、保健指導を受けてください。
その後、学内各施設への立入りを許可します。


以下に記入し、再登校する日に保健室へこの用紙を持参してください。
	学年・学籍番号・氏名
	学部・修士・博士・認定　　　年
学籍番号：　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　

	受診日
	　　　年　　月　　日

	受診した医療機関名
	

	医師の診断又は検査結果
	

	症状が出現した日
	　　　年　　月　　日

	症状が消失した日
	　　　年　　月　　日

	欠席期間
	月　　日　～　　月　　日

	医療機関のレシートまたは領収書
	医療機関に受診したことが確認できるものを一緒に提出してください。


※事務局使用欄
	再登校許可日
	　　年　　月　　日　　　（保健指導　　済　・　未　）


　

